
Country - 0 Country

- 0

- 0

- 0

Minute Shrit No. GREEN YELLOW RED Minute Shrit No. GREEN YELLOW RED

6 2 45 1

✔ 3 ✔ 2

4 6 ✔ 5

✔ 7 ✔ 6

✔ 8 ✔ 7

11 9 8

✔ 15 ✔ 9

✔ 18 ✔ 11

✔ 19 14 13

✔ 20 15 14

4 21 ✔ 15

✔ 22 ✔ 16

29 24 ✔ 17

✔ 26 ✔ 20

5 28 7 21

✔ 29 5 22

30 30 ✔ 32

✔ 31

Team Minute Action Team Minute Action

JPN 1 FG JPN 42 FG

JPN 18 PC JPN 53 FG

JPN 21 FG JPN 56 FG

15 5

4 2

次戦（第4戦：準々決勝）　1月22日（木） 15：00  ～　日本対ウクライナ 記載責任者：男子コーチ　藤原　信幸

ワールドリーグラウンド2第3戦目は世界ランキング35位のメキシコとの対戦である。メキシコはフィジーの今大会不参加により、急遽参加が決定した国である。日本は3試合連続同じ先発メンバーで臨ん

だ。

（第1クォーター）

試合開始早々1分日本はメキシコサークル内でのプレスからボールを奪うと、北里がプッシュシュートから先制点を奪う。その後も攻め続ける日本だが、追加点を奪うことなく第1クォーター終了。

（第2クォーター）

18分に日本は粥川のドリブルでのサークルインからPCを取得。これをメキシコのクリアボールを奪った村田が、代表初ゴールとなるシュートをリバースヒットで叩き込む。更に21分には、サークル内の混戦

からシュートを放った三谷のボールを、ゴール脇で川上がタッチし3点目を奪う。前半はメキシコに決定的な場面を与えず、3-0のリードで終える。

（第3クォーター）

34分・40分に日本はメキシコに2度のPCを与えてしまうが、GK吉川のセーブで得点を与えない。42分日本は三谷がメキシコDFから敵陣23ｍライン付近でボールを奪うと、そのままドリブルでサークルに侵

入し、リバースシュートからゴールを奪う。

（第4クォーター）

53分日本は敵陣内でサードラインに出たボールを、山下がサークル手前の三谷に素早くパスを送ると、三谷はサークルインから中央へドリブル突破を仕掛け、この日2点目となるゴールもリバースシュート

で決める。その後56分には佐々木のクロスボールのこぼれ球を藤本が拾い、田中へパスを折り返すと、田中はやや角度の無い所からのヒットシュートを決めた。

日本は終始試合の主導権を握り、6-0の完封勝利を収めた。日本はBプール2位となり、次戦の準々決勝は、この日オマーンに敗れAプール3位となったウクライナと対戦する。

日本
シュート数

メキシコ
PC数

村田和麻 2-0 三谷元騎 5-0

川上良平 3-0 田中健太 6-0

Name Score Name Score

北里謙治 1-0 三谷元騎 4-0

Manager 坂口顕 Manager AGUILERA Hugo

UMPIRE ABIDDIN Nor Azhar (MAS) UMPIRE SAHEEM Thani (OMA)

吉川貴史 VARGAS Moises (GK)

新本優

Coach 姜建旭 Coach MOLINA Marco

村田和麻 CAMPILLO Alexis

星卓 VASQUEZ Argenis

山部晃嗣 CASTILLO Daniel

草野大介 AGUILAR Francisco

宮崎俊哉 MENDEZ Maximiliano

近藤辰徳 HERRERA Axel

膳棚大剛 MARTINEZ Ruben

田中健太 MEDRANO Avelino

川上良平 OTHON Miguel

北里謙治 GARCIA Edgar

藤本一平 GARCIA Ricardo

山下学 LEON Miguel

粥川幸司 BORQUEZ Edgar

三谷元騎 GARCIA Roberto（C）

小野知則（C） RANGEL Andres

First Period 1

Name Name

佐々木拓郎 OROZCO Gerardo (GK)

日本 Third Period 4 メキシコ

JAPAN Half-time 3 MEXCO

試    合 第３戦 通算結果 日本　２勝１敗

RESULT

Final 6

男子ホッケー日本代表チーム　ワールドリーグ　ラウンド２
日    付 2015年1月20日 9:00～10:20

場　　所 シンガポール 天      候 晴れ


